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 資料１  

 

県内初 小山市・栃木市のコミュニティバス相互乗入による広域公営路線バスの実現について 

～「渡良瀬ライン」渡良瀬遊水地内のバス停名が決定しました～ 

 

１．事業概要 

小山市と栃木市のコミュニティバス２路線の相互乗入により、県内初の広域公営路線バス

を実現します。 

１つ目の路線 

１）内 容 

小山市は小山駅から間々田、渡良瀬遊水地の生井桜づつみを経由し、栃木市部屋南

部桜づつみ公園まで乗り入れる「渡良瀬ライン」を新規に運行し、同公園まで延伸す

る栃木市ふれあいバスの部屋線と接続します。 

また、「渡良瀬ライン」渡良瀬遊水地内バス停の名称を次のとおり命名します。 

①「生井桜づつみ」     ⇒「コウノトリ渡良瀬遊水地駅」 

②「部屋南部桜づつみ公園」⇒「ラムサール渡良瀬遊水地駅」 

 コウノトリの住む家は幸福が訪れるといいます。市民をはじめ多くの来訪者が渡良

瀬遊水地を愛し、親しみ、人が交流する場(station)となるよう命名しました。 

２）運行開始日 平成 31年 3月 13日（水）：渡良瀬ライン 

３）効 果〈小山市渡良瀬ライン・栃木市部屋線〉 

・小山駅西口、新市民病院、間々田駅西口、光南病院、渡良瀬遊水地（部屋南部公 

園）がダイレクトアクセス可能！ 

・市民病院線の補完として、小山駅西口 7：30 発新市民病院行、新市民病院 17：35

発小山駅西口行の運行により、新市民病院等の通勤・通学・通院等の利便性が向上！ 

・部屋南部桜づつみ公園で、3 月 23 日（土）より延伸の栃木市のふれあいバス部屋

線との乗継により、栃木市藤岡地域、大平地域、栃木地域へ！ 

・栃木市から小山市間々田駅方面への通院、買い物等の利便性向上 

２つ目の路線 

１）内 容   

栃木市ふれあいバスの皆川樋ノ口線が、小山市の小山西高等学校まで乗り入れす

ることにより小山市おーバスの思川駅線と接続します。 

２）運行開始日 平成 31年 3月 23日（土）：ふれあいバス 

３）効 果〈栃木市皆川樋ノ口線・小山市思川駅線〉 

・栃木市の小山西高等学校への通学利便性向上、小山市豊田地区の栃木駅方面への

通院、買い物等の利便性向上 
 
２．記念式典 

3月 13日（水）8時 50分より部屋南部桜づつみ公園にて「小山市・栃木市相互乗入に 

よる広域公営路線バス実現式典」を実施します。 
 
３．問合わせ先 

栃木市 生活環境部 交通防犯課 電話 0282－21－2153 

小山市 都市整備部 都市計画課 電話 0285－22－9293 
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 資料２  

県内初 介護人材確保に向けた連携事業の実施について 

 

１．目的 

福祉施設等の介護人材を確保することにより、小山市・栃木市両市民の福祉サービスの向

上を図ることを目的として、介護人材確保に向けた研修を両市共同にて平成 31 年度より実

施します。 

高齢社会にあって、介護・福祉サービスに対するニーズは今後増々高まることが見込まれ

ます。介護人材の確保は両市が抱える喫緊の課題であり、介護人材確保に向けて連携して取

り組みを進めることにより、自治体の枠を超え多様な人材の介護職への参入を促進すること

で、地域全体の介護・福祉サービスの向上を目指します。 

同様の研修を自治体間が連携して実施する事例は県内初となります。 

 

２．概要 

 研修は、介護に関する入門的研修として、基本講座と技術講座をワンセットとして実施し

ます。 

１） 対象者  介護分野に興味・関心のある方 

２） 講座内容 

下記の内容を含む講義及び実技を予定 

 ①基本講座 

  ・介護に関する基礎知識 

  ・介護保険制度の概要 

  ・生活援助の方法（調理実習） 

  ・ホームヘルパーとの同行  など 

②技術講座 

     ・基本的な介護の方法 

     ・生活支援技術の基本（移動、食事、入浴、排せつ、家事援助等に係る介護や支

援の基本的な方法） 

     ・認知症や障がいの理解 

     ・認知症の人及びその家族に対する支援や関わり方 

     ・介護の現場におけるリスクに対する予防や安全対策・対応  など 

 ３）受講料 

   本研修の受講料は無料 

   ※テキスト代の一部について参加者負担あり 

 

３．問合わせ先 

栃木市 保健福祉部 地域包括ケア推進課 電話 0282－21－2252 

小山市 保健福祉部 地域包括ケア推進課 電話 0285－22－9647 
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 資料３  
 

 その他、政策連携を深めるための取組について  

 新規取組施策  

分野  事業名 事業概要 

政策 

連携 
１ 

連携施策にかかる意見交換

会（両市長及び幹部職員）  

連携施策の着実な推進のため、年２回、両市町及

び幹部職員による意見交換会を実施する。 

政策 

連携 
２ 

農地利用の最適化推進にか

かる意見交換会  

農地利用の最適化推進活動（農地の集積・集約化、

耕作放棄地の発生防止・解消）の取組について両

市の農業委員、農地利用最適化推進委員が意見交

換を行う。（実績 H30.12.13 開催 61 名参加） 

 

 協議中の施策  

分野  事業名 事業概要 

地域 

振興 
１ 

アフターＤＣ・観光資源を活

用した連携事業  

アフターデスティネーションキャンペーン（Ｄ

Ｃ）を機にツアー等で両市を訪れる観光客に対

し、地域観光資源を活用した観光コースの開発を

検討する。 

地域 

振興 

・ 

環境 

保全 

２ 

渡良瀬遊水地湿地保全活動

連携事業  

ラムサール条約登録湿地である「渡良瀬遊水地」

における外来種植物除去活動など湿地保全活動

を連携して実施するとともに、コウノトリの定住

環境を整えるための、環境にやさしい農業の連携

を検討する。  

医療 

介護 
３ 

市境付近の地域密着型通所

介護事業所の相互利用の検

討 

事業所所在地の住民のみが利用できる地域密着

型通所介護事業所において市境付近の事業所に

ついては両市民が相互に利用できる仕組みを検

討中。 

教育 

ｽﾎﾟｰﾂ 

４ 

野球の日イベント事業にお

ける連携  

8 月 9 日の野球の日イベントの一つとして、小山

高校と栃木高校の親善野球試合を開催する。  

５ 

「小山市・栃木市・結城市市

長杯」友好親善中学生野球大

会の開催  

小山・結城両市長杯中学生野球大会に栃木市の中

学校の参加を検討する。  

６ 

ツール・ド・おやま事業 

及びおやま思川ざくらマラ

ソン大会事業における連携  

ツール・ド・おやま及び思川ざくらマラソンのコ

ースに渡良瀬遊水地内の栃木市内のコースを設

定するよう検討する。  

 

 

 



  

分野  事業名 事業概要 

治水 

防災 

７ 
国営かんがい排水事業「栃木

南部地区」の推進  

当該事業関係市町等で組織している「栃木南部地

区国営土地改良事業推進協議会」を通じ、両市で

の広域排水対策推進を図る。  

８ 
渡良瀬遊水地周囲堤の堤防

強化の推進  

両市はそれぞれ、国土交通本省並びに関東地方整

備局、利根川上流河川事務所に対し要望活動を実

施しているが、今後は両市で連携し、国に対し要

望活動を実施し、当該事業を推進する。  

９ 総合防災訓練  

災害時広域支援連携協定に基づく支援活動（避難

所相互利用、活動車両の燃料相互利用、給水活動

の相互支援、食料や生活必需品等の相互支援）を

円滑に行うための訓練を実施する。  

10 合同消防救助訓練  

消防本部間における救助技術の連携強化訓練を

実施しており、今後も継続する。  

11 合同水難救助訓練  

消防本部間における水難救助技術の連携強化訓

練を実施する。  

 

 

〇問合わせ先 

栃木市 総合政策部 総合政策課 電話 0282－21－2304 

小山市 総合政策部 総合政策課 電話 0285－22－9351 

 


